








▶矢作川の“豊かな流
れ”を取り戻すために 白金　晶子

　矢作川に昔から親しんでいる方 と々お話
をすると、必ずと言ってよいほど話題に上る
のが「水が減った」ということです。Rio No. 
154、167などでお伝えした通り、データから
も矢作川中下流では流量が減少している
ことが明らかとなり、その要因として、流域最
大の矢作ダムの建造による高度な水利用
が挙げられます。私たち流域住民がダムの
恩恵を享受する一方で、ダムの建造は流
量の平準化や流れる砂の減少、生物の移
動阻害など、矢作川が抱える多くの問題に
関連し、ひいては川というかく乱環境に適
応した生物の減少をもたらしていると考えら
れます（図1）。矢作川研究所ではダムに
よって起こってしまった問題を、ダムを活用
することで解決できないかと勘案しています。
　実際、矢作川ではアユのための“お助け放流”が以前から実施されています。これは国土交通省によるダムの弾力
的管理の一環で、弾力的管理とはダム下流の河川環境の保全を目的として、ダム湖に貯められた洪水調節容量の
一部を放流することです。矢作川では天然アユの遡上期と降下期に矢作ダム湖に貯められた水を利用する増加放
流に加え、中部電力越戸発電所が行うアユの遡上・降下の活発な時間帯に合わせた発電放流を併用することで、ア
ユの移動を支援しています。
先進的な取り組みが進められている矢作川ですが、未だアユにとって良好な生息環境とは言えません。そこで、今

年度からダムの弾力的管理の一つである“フラッシュ放流”の可能性を探り始めました。フラッシュ放流とは人工出水と
も呼ばれているように、安全な範囲でダムからの放流量を人工的に増加させて、ダム下流の河川環境の改善を試み

る手法です。このフラッシュ放流をいつ、どこ
で、どのぐらいの流量をどれだけの時間起こす
と、矢作川の環境改善に最も効果的かを検
討するため、専門家を招聘してのセミナーの
開催、フラッシュ放流を含むダムの弾力的管
理を実施している河川の視察（写真1）、資料
収集などを行っています。加えて、フラッシュ放
流の効果を的確に把握するためのモニタリン
グ方法や、フラッシュ放流では改善できない
問題についても検討が必要です。このような
試みは利水団体、漁業団体、河川管理者な
どとの調整が不可欠です。始まったばかりの
試みですが、アユのお助け放流のように、立
場の違う関係者が連携して矢作川の環境改
善に取り組んでいけることが期待されます。
　　　　　　　（しらがね　あきこ、研究員）

図1　矢作川が抱える問題

写真１　天竜川水系小渋川に建造された小渋ダム。右下はダム湖に貯まった土砂を
　　　  下流に流すための土砂バイパストンネル
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